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*松尾 秀邦    元願問

やまざと12号拝受。14頁のベルクハイム庭に

ある1愁心"の文字に30年近く前になるWV部
唯―の遭難死を思い出しました。碑に"愁心"

を書いてくれと頼まれましたが、筆は小学生以

来持ったことがないので、幾度か清書して提出

した次第です。当時のキャプテンは小西君だっ

たと思いますが。

通難地に建てられてから一度訪ねたきりでし

たが、ベルクハイムの庭に安置されているのを

見て安心すると同時に、逝つた徳島出身の桂君

の家族の方々を思い出します。ポケ老人の戯言

です。

*田村 昭夫    0期
Ml― M4・ OMn 皆出席予定。

*高田 昌嗣 4期

やまざと12号ありがとうございました。先に

連絡した通り、 1月 中旬に東京を引き払って故

郷の久留米に帰ってきました。住所の山本町が

示す様に、家から5分も歩くと耳納山脈の登リ

が始まる田舎です。目下引つ越し荷物の整理に

追われていますが、一段落したらハイキング程

度から徐々に山歩きに復帰する予定です。

鈴木正田君 (4期)の言卜報は驚きでした.田
村さんより電話で連絡を受けましたが、都合が

つかず、葬儀にも出席できませんでした。思え

ば1994年 8月 にチェコで開催される学会への出

席途中で、駐在中のオランダヘ立ち寄ってくれ

アムステルダム近郊を案内したのが彼に会った

最後でした。冥福をお祈りします。

編集後記の舟田さんの一文は多くの問題を提

言していると思います。本人の意志確認はやは
り必要でしょう.自分はせめてお荷物とならな

い様にしたいと思います。よろしく。

*白井 勇 9期

前略 会報12号お送りいただきありがとうご

ざいます。森島先輩の『鈴鹿セプンマウンテン

制覇』楽しく拝読させていただきました。鈴鹿

の山も最近、ゴルフ場から眺めることが多<な
つてきたことを反省しています。四季を通 じて

楽しめる山です。10期の寺本君、11期の森川君

がご案内させていただきますので、是非お出掛

け下さい。小生は山麓の温泉でご一緒させてい

ただきます。

*高 田 和守 11期

卒業後30年が経ち、三人の子供達 (男 ばつか

し)も巣立ち、家には夫婦と大 (名前は元太

雄のミニダックス)と云う生活でしたが、次男

が離れに居を構え、孫二人 (男 と女)が生活を

変えてくれました。

最近の愛唱歌は「孫」。仕事がら出歩 <こ と

が多いのですが、帰ると孫を相手にと思っても

、当の孫はそれ程でもなく、拍子抜け。まだの

方は早く持ってみて下さい。かわいいですよ。

*近藤 正興 12期

大変ご無沙汰いたしております。OB会報「

やまざと」12号読ませていただきます。たいへ

ん遅れてますが、住所変更を連絡しておきます

*辰野 隆義 13期

スキー合宿参カロさせていただきます。春の小

屋作業の打ち合せは後日や りましょう.荷物が

多くなるかもしれませんが115期の皆様の若さ

に期待しております。

*仁藤 早苗    14期
二重では養鶏や養豚をしていた夫も、やはり

牛をやりたい、しかもフリース トールで飼い

、ミルキングパーラーで搾乳するのでなく、一

頭―頭搾乳している大田原でやりたいと、二年

間いた二重を後にして、 2月 中旬引つ越 しまし

た。二重にいた時は、喜久子や外茂子などと会

おうと云つてたけど、結局子供のことや親のこ

とで頭が忙 し<な り実現しなかったね。乗名の

人とも会えなかった.

大田原の憂しはとてもおだやかで、モーとな

く声を聞いたことがないです。村人は30人位、

うち若い人が10人いて、とても元気で自由での

びのびとしていて村の雰囲気を作つています。

私は子供25人と大人の食事づくりをしています

。昨日は我が子光太郎の希望で、日光の霧降ア

イスアリーナー (屋外)でスケー トを楽しみま

した。では又、会いましょう.

*三宅 毅 15期

また東京で一人暮 らしです。

*椿川 利弘 18期

春の小屋酒場と登山道整備には参加しようと
思っていますが、「マルチ トレーニング in倉谷
」とは、 トレーニングをするのですか。また、
5月 12日 (金)の平日としているのはなぜです
か。でも一応参加にしておきます。
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8月 の自山登山については、カナダに行く予

定とダブラなければ、参加したいと思っていま

す。

*竹中 敏 21期

「シェルバのふるさとを訪ねてJ届きました

.あ りがとうございました。とても感激しまし

た。 トレッキングいつか行きたいなと本だけは

買つたのですが、ぼくにとっては夢みたいなも

のです。

デベットやダライラマの本は興味があつて、

結橋本を読みました.実際にその世界をじかに

見たことはないのですが、おおらかな感じが好

きです.

ちょうど5年前の 3月 に見たテレビが今でも

忘れられません。ヒマラヤ山菫の小さな村で行

われたカーラチヤクラという法要の様子を伝え

る ドキュメンタリーでした.

法要の初めに砂曼陀羅を描くのです。 2m四
方くらいの板の上に何色もの砂を使つて、信じ

られないくらい緻密で極彩色の絵を描くのです

。一番初めにグライラマが下絵の線を引き、そ

の後僧侶達が下絵にそっていろんな色の砂を落

としていって、やがて曼陀羅となるのです。出

来上がるのに2～ 3日 かかつていたと思います

.そ して法要が始まり、通々遠くから何日もか

けて集まった人達が拝んだり、ダライラマの説

話を聞いたりして過ごすのです。

何日か過ぎてカーラチヤクラの最終日、砂曼

陀羅は棒で掻き混ぜられて、あっけなく一瞬で

ただの一色の砂になってしまいました。僧侶達

はその砂を外に持ち出し、ヒマラヤの万年雪と

氷河から融けだす川にサラサラと流すのです.

あの場面の白い峰と、青い空と、ほとばしる川

にキラキラと帰つて行く砂の光が、今でも日に

焼き付いています.エ ンヤのシェバー ドムーン

という曲がバックに流れていました.

あんなきれいなテレビは他に見たことがあリ

ません.

テレビや本より、実際にその場へ行つて見る

方がずっといいと思います.

*荒戸 美雅 25期

2005年 愛知万博が瀬戸 海上の森で開催さ

れることになっていますが、地元では様々な意

見交換がされています.

住民の環境に対する意識の高まりに、今まで

の役所の進め方、コンセンサスのとり方では対

応できなくなっているようです.

会場候補地を歩いてみると、どうしてこんな

所にというのが、私の実感です.大阪がオリン

ピックを開催したいと考えている所は湾岸エ リ

アで、こちらの方が妥当と思われます。

身の回りにも様々なギャップが出ている中で

、子供の育て方、社会との関わり方、仕事の仕

方などを考えています.

*福田 武・ 由佳  37期
OB会費 (5年分X2人分=2万円)を振込

しました。今までの滞納、大変申し駅ありませ

んでした。oB会費滞納にも関わらず、「ゃま

ざとJに住所変更など掲載していただきました

こと、大変恐縮 しております。

やまざとを読む度、山へ行きたくなります。
これからも楽しみにしております。

*西田 秀輝    39期
会費の納入が遅れまして申し訳ありません。

「やまざと」の発刊をはじめ、事務局の方々に

は様々の御配慮を頂き頭があがりません.金沢

を離れてはや 2年になる私にとって、「やまざ

と」は、金沢と大学時代を思い出させてくれ、

元気がわいてきます.これからもよろしくお願

いします.

最近はゲレンデスキーに没頭しつつも、晴れ

た空に浮かび上がる雪山を見ていると、無性に

登りたいと思う時があります。ヮンゲルの血の

恐ろしさ (?)を感じるこの頃です。

劇憲:i2ゝ 具要[jttE■冒「コ椰町か ら

*藤森 忠夫 18期

98年‖月からマレーシアヘ単身赴任中。

*佐藤 かおり   33期
毎回やまざとありがとうございます。

私事ですが、昨年結婚し、新婚旅行は、イー

スター島、そしてアコンカグア (6962m)登 山

をしてきました.相手は福井工大ワンゲルで、

(10数年前)に合ワンで一緒に竜王岳へ登った

人です。

*宮崎 耕輔    35期
いつもお世話になっております.結婚をしま

して、住所が変わりましたので、よろしくお願

いします。
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07期村田.txt

08期篠島.txt

09期清水.txt

03期西尾.txt

ま暮自専子F動
き回っておりますと、結構忙し

03期登駒 .txt

ホームページ拝見致 しました。
最近は老老介護で両親の面倒を見るために中央
線「あずさ」と或は高速バス又は車で信州・伊
那まで往復 し途中の景色を楽 しんでいます。雪
の降る小淵沢から見る甲斐駒とか立科からの浅
間とか楽 しんでおりますが、どうも時間が無 く
てともう一つ体力に自信が無くトレーニングは
専ら内臓に限つてしまっています。こちらの方
は毎日欠かさず頑張つています。
本日の朝日新聞にはアルツハイマーにはアルコ
ールに強い人は1.6倍 とかの記事があり心強
く頑張ろうとしています。
楽しいページ有難う御座いました。
現在は琵琶湖の第24回鳥人間コンテス ト選手権
大会の人力飛行機の作製に頑張つております。
昨年に引続き出場 しますのでご声援お願いしま
す。
「飛びたい野田 !空でいい野田 !」 で飛ばしま
す。
金沢からは金沢工大の夢考房チームが今年も参
加するのではと思っています。

04期森島.txt

あ、また舟田さんに聞かれたら召集礼状が来る
から、秋になってから言わないと・・・・・・

06期石橋.txt
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00期吉田.txt

この 添付・「ただに血を盛る 。四高南下軍
」ちょつと 変 じゃないですか ?
http://www.mahOroba.ne.jp

島県ます場めて
レ
毛柔霜雰管暑写星

ヽ
進であ乗

呉 口菅山寺へ 向かいました。
余呉湖で羽衣を隠され、漁師の妻になつた天

女が生んだ子供が、菅原道真で 6歳に 入門
したのが、菅山寺と いわれのある寺です。今

思ぃ萬:そ姿日、章で
の
1夢 T喜レ干奮奮史け

行きたいものです。

10期木鋒.燎t

先頃より、メールの数々ありがとうございます

11期青柳・txt
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らヽ
ろ

の
　
　
日
を

のヽ
で
か
移

も

。
　
３
卜
ら
雪
ま
Ｍ
の

の
す

　

ヽ
一
か

峠ヽ
０
春

て
で
　
は
ル
沢
は
渋
０

ヽ

れ
の
　
で
原
井
ら
の
５
す

さ
た
　
ブ
高
軽
か
賀
！
出

発
せ
　
イ
と
く
泉
志
！
り

触
さ
　
ラ
賀
咲
温
の
適
作

ｏ

に
う
　
ド
志
花
座
国
快
が
た

に
５
国
あ
痛

途
１

にヽ
苦

の
て
て
目
の

宅

つ
り
き
間

帰
乗
降
憂
時

に
に
を
も
０

。

ぎ
速
速
滞
１
た

過
高
高
渋
に
し

時

ｏ
て
も
実
で

３
上

つ
で

ｏ
の

。以
切
道
時
た

し
像
い
国
１
れ

多
想
思

のヽ
ら

も
は

ｏが
夜
い

苦
滞
る
だ
深
強

渋ヽ
な
の
は
を

ば

とヽ
た
宅
ブ

れ
が
滞

つ
帰
イ

け
た
渋
走

。
ラ

多
い
で
を
た
ド

幸
つ
分
道

つ
の

１
の
腰

方ヽ
足

て
八
の

つ

ｏ輩

あ
た
我

が
し

ヽ

事
で
り

法
の
あ

たヽ
も

は
れ
症

日
ら
遺

７
い
後

。

の
強
の
す

後
を
倒
で

最
座
転
タ

体
正
の
メ

連
の
で
タ

くヽ
面
メ

て
近
斜
う

し
間
ブ
も

そ
時

コ
は

ｏ
　
で
は
に

す
　
れ
け
粋

ｏ
　
で
　
疲
明
純

。

ね
　
と
　
務
体
の
す

す

ｏ
こ
　
激
連

へ
で

で
と
な
　
の

面ヽ
の

う
こ
構
　
け
は
方
た

よ
の
結
　
明
係
西

っ

の
と
て
　
休
関
関
だ

況
年
く
　
連
融

変ヽ

盛
り
多
　
と
金
て
大

は
た
が
　
休

ｏし

ヽ

場
あ
み
　
連
す
そ
て

酒
も
し
　
５
ま

。
つ

屋
花
楽

　

てヽ
す
あ

小
楠
と
　
は
じ
て
が

・
石
る
　
方
り
の
張

谷
の
あ
　
当
た
な
出

倉
郎
が

　

ヽ
つ
し
の

和
離
蔵
　
ま

ヽ
ぐ

雄
鮮

取 りやら、凍結防止
、本来の仕事をした
で、北アルプス展望
は、日本一のアルプ

賓計ガ甜響
事な景観をタップリ

車
ら
ま
村‐
が
プ
　
見

ｏ

の
や
村
岡

花
ル
　
る
た

庭
節
岡
大

の
ア
　
が
し

の
調
大

。
桜
の
　
繋
ま

家
の
ら
む

だ
雪
　
に
り

の
道
か
し

ま
残

ｏ馬
浸

績
水
村
楽
　
ｏ
の
す
白
に

麻
た
績
を

里
ら
ま
ら
せ

いヽ
麻
ブ

の
か
り
か
幸

は
て

イヽ

望
村
な
念
む

日
し
と
ラ

展
の
に
常
し

５
を
あ
ド

ス
岸
絵
　
楽

外
枚
１。壕山、咄
ゅ
麒
”
責　
期
縦九
肝
」
つヽれ
　御鉄
は
なっ珈
うヵ、　。Ｊ醸わ
略

こ

ｏん
た
の
日
の

・
ん
シ
ま
社
し
と
行
引
れ
開
　
一一

時ヽ
の
し
も
送
ま

。頂

こ
す
し

つ
雪
昨
達
学
し

一
い
は
指
ス
念
を
け
再
　
一Ｔ
ら
の
慮
ま
と
て
り
ん
を

開ヽ
の
で
か
歩
の

ツ
私
い
し
ち
し
フ
盟

しヽ
ろ
ま
年
探
５
ま
家
つ
メ
ル
る
り
ま
よ

』
訓
時
は
な
時

す
。

こ
一

ヽ
また
表
に
妨
響
“
越
れ
ば
」
い
¨
嗅

ゲノレ２
“
暗

‐ま
ヽ

な
唯
″
い
〔
」
凛

の
ア
今
前
は
木
ま
＜

＞
テ
日
３
今
し
岡
わ
日
婦
り
こ
め
ン
が
大
に

Ｇヽ
落
の
り
節

。
こ
ド

年ヽ
を
白
し
卜
会

ユ
休
　
は
話
高
終
休
夫
た
　
た
ワ
々
た
者
ら
Ｐ
が
も
送

連体は、前半ちょっと信州で遊んできました

卜彗〒琴2馨賛革≦讐稟層λ鍵留モ手チ増サ手
ャんのヒマラヤ紀行と水戸の先輩・桑名の同輩
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に
会
地
　
画
り
じ
材
し
　
き

め
力

　ヽ
計
の
な
人
ま
　
で

た
電
で
　
な
場
と

ｏ
い
　
が

る

。と

。う

一
村
す
思
　
ア

す
す
こ
す
よ
キ
た
で
に
　
リ

供
で
る
で
の
ス
い
ら
う
　
エ

提
と
す
と
こ
ド
て
か
よ
　
ス

。

に
こ
続
こ

ヽ
ン

つ
た
の
　
ビ
ね

Ｋ
の
接
の
が
ラ
わ
れ
例

　
一
い

Ｈ
と
も
と
す
ナ
携
ら
事
　
サ
さ

Ｎ
る
に
い
で
イ
に
得
の

　

下ヽ

を
す
場
た
村
ダ
営
が
高
　
し
て

像
置
役
し
鷲

経ヽ
材
最
　
成

つ

映
設

にヽ
高
は
場
人
る
　
由万
寄

の
を
い
石
い
の

一
の
す
　
が
に

速
バ
使
布
じ
る
キ
部
に
　
道
こ

高
イ
を
の
乏
き
ス
外
ン
　
陸
こ

や

ア
線
化
の
で
で
る
プ
　
北
非

山
フ
回
報
材
案
ラ
あ

一　

海
是

白
光
の
情
人
立
卜
の
オ

ｏ東
ら

て

社ヽ
域
　
が
ス
み
を
た
　
た

や
ま
を

ち
し
び

つ
に
遊

く
庫
の

な
倉
ド

め

ヽ
一

求
は
モ

を

一
夏

み
キ

ヽ

し
ス
し

楽

ｏ換
いヽ
交

も
な
を

で
は
ヤ

ん
味
イ

住
意
タ

に
る
も

。

こ
い
車
う

ど
て

よヽ

も
き
て
え

で
生

つ
考

11期加藤.txt

今年の 8月 の白山はよさそうですね。気持ちが
動いて来ています。就職活動中の長女と問題の
17歳で受験生である長男の動向の見極めが必
要ですが。

11期 上村.txt

私は連体中は故郷の高鷲村で過ごしました。今
年は'96以来久 しぶりに 5月 連休が桜の季節と
なり、高鷲村の沿道の桜を楽しみました。高鷲
村の北の荘川村の荘川桜はまだでしたが、南の
白鳥町ではもう散つてしまいました。 よたつなにけか出おヘろ

て

こ

く

と
良
な

が
ろ

日
い

曜
ろ

。

いヽ
ネ

は

すヽ

年
様
で

今
皆
う

ヽ
１１）

に
で

的
と

分
こ

気
う

で
い

の
と

う
た

い

つ

と
か

休
な

連
い

が
て

辺
え

周
燃もヽ

ば
徒

え
生

ｏ

言
も
か

を
生
う

難
先

よ

II富単[f響清ζ≧ξ言]:抒量等:言署禁

連体でお疲れの方々、ご苦労さまでした。ハィ

11期森川.txt

i:奪讐][[7言
是ど霊雷E藤容温泉療養に

蕉
ア
ヤ
テ
集
品
を
と
手
い
　
比
３０
と
今
地
他
て
光
て

芭
ル
シ
ン
付
商
心
ほ
を
と
　
に
は
た

。過

しヽ
観

つ

鷲
の
ル
プ
ト
良

ヽ

料ヽ
学
し
今
で
０
、や
長

つ
こ
と
を
ま

高
売
夕

ヽ
一
の
き
く
無
大
で
　
ン
パ

。延
ま
起
た
下
い

話
ブ
の
し
先
葉
ク
る
　
Ｏ
を
機
り
る

リ
ア
用

ｏは
言
ン
い
　
２
査
て
で
な

く
ピ
共
す
の
の
夕
て
　
を
調
し
ま
く

つ
卜
Ｖ
じ
る
分
ク
え
　
金
の
と
に
な

ゆ
フ
Ｔ
で
え
自
ン
考
　
助
画
点
村
は

も
ソ
ル
と
伝

ｏシ
も
　
補
計
拠
泉
で

と
は
夕
こ
に
す
る
手
　
ら
ス
の
和
夢

方
に
ジ
の
上
で
あ
う
　
か
イ
そ
県
は

の
町
デ
と
を
う
の
ら
　
県
フ
が
井
と

当
鳥
と
い
い
よ
績
も

　

オヽ
町
福
こ

ｏ

担
白
備
た
思
い
実
て
　
で
卜
鳥
く
う
す

化

ｏ整
し
い
し
に
し
　
ま

一
白
な
い
ま

報
た
点
現
熱
難
化
出
　
春
ゾ

でヽ
と
い

情
し
拠
実
の
も
性
提

ｏ年
り
が
け
を
思

の
ま
の
を
そ
で
活
て
た
今
て
た
だ
ス
に

場
り
て
備

町ヽ
域
し
し
は

つ
し
村

イ
う

役
あ
し
整
ら
鳥
地
と
で
で
ら
ま
鷲
フ
よ

町
が
と
ラ
が
自

書ヽ
と
村
も
い
高
オ
る

鳥
会
チ
フ
な
な
く
告
こ
鷲
円
て

卜ヽ
来

白
機
ン
ン
し
的
な
報
の
高
万

つ
し

一
が

す
ラ
イ
か
進
で
の
と
　
Ｏ
や
能
ゾ
時

さ
村

ｏ取
業
出
全
活
し
旨
し

設
は
た
は
の
ち
は
て
く
主
置

開
長
し
と
つ
打
業
し
な
が
設

が
社
ま
者
５
を
事
入
を
と
を

ア

りヽ
業
位
針
る
導
着
こ
ラ

リ
で
あ
い
下
方
め
を
癒
る
メ

エ
の
が
な
い
の
始
理
の
す
カ

ス
な
会
き
な
と
ら
原
者
供
Ｖ

ビ
ク
機
で
く
る
か
争
業
提
Ｔ

一
セ
す
絡
し
え
今
競
と
に
は

サ
３
話
連
芳
替

ヽ

アヽ
客
で

＜ヽ
り
で
の
れ
れ
る
り
お
こ

秋
務
く
ル
績
入
ぞ
す
工
に
こ

の
専

つ
一
成
と
れ
に
ス
価

ｏ

こ
の
ゆ
メ
②
者
そ
提
ビ
安
す

は
こ
も
①
い
業

ｏ前

一
も
で

に
そ
と

なヽ
い
す
を
サ
で
と

村

ｏ＞
は
じ
し
で
化

しヽ
こ

鷲
す
す
で
き
新
う
報
し
こ
の

高
ま
で
こ
引
は
そ
情
化
す
と

れ
長
こ
り
者
す
て
性

だヽ

5/6快 晴。
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風
が
雪
分
ぶ
は
柔
に
と
が
小
こ
年
で

滑走。「精で滑っ舞迦嚇払・＜な馴居Ⅷ壊剛

叫た時、に絲ため、る。東。急斜苦闘。一カ倒川碑囃

しヽて程のある戦しか工うさた

い
と
同

悪
年
と

も
昨
日

質
で
昨

雪
前

ｏ
ｏ

ｏ手
る
る

ず
の
け
見

え
宿
受
を

見

。を
け

然

へ
え
焼

全
宿
迎
タ

が

出ヽ
い

く
り
御
な

行
戻
の
つ

に

へ
鳥
と

見
堂
雷
ひ

を
室
に
雲

山
で
う
な

白
ス
よ
う

で
バ
じ
よ

ま

。同
じ

え
し
た

加
は
え

を
れ
考

日
そ
を

５
　
書ヽ
ヽ

み
が
行

休
す

コ

ス
で

ツ

ク
の
日

ツ
た
モ

レ

つ
は

フ
な
時

に
も

一

体
に
＜

＞

連
体

ｏ
・

９
連
た

・

ヽ
６

し

ｏ

合
１
で
が

場

んヽ
す

の
と
せ
で

私
る
ま
の

し
あ
い
が
日

と
が
咲
ス
な

つ
落
が
プ
的

よ
集
花
ル
型

ち
て
の
ア
典

ｏれ
モ
北

ヽ

す
ま
モ
の
は

で
囲

雪ヽ
壁

い
に
ラ
残
白

し
園
ク

やヽ

ら
樹
サ
リ
家

ば
果
い
が
農

す
に
遅
あ
の

は
面
や
が
き

野
斜
ゴ
リ
葺

曇
の
ン
ぼ
藁

ン
　
ヽ
い

ラ
と
い

卜
る
て

ス
い
く

レ
て
な

い
ね
ら

し
ず
乗

新
た
に

にヽ
キ

し
番

一

た
順

コ

き
を
ヒ

。

で
ら

。ね

ん
れ
す
す

さ
こ
ま
で

く

。め
い

た
す
し
し

も
ま
楽
れ

館
り
も
う

術
あ
日
が

美
も
何
の

の
ま
の
貴

東
り
夏
高

関
な
初

，

，と
に
て

て
節
当
し

ぎ
季
本
そ

過
の

，
，

に
色
は
紫

ち
じ
日
の

ま
同
数
藤

ち
も

こ

，
。

た
こ
こ
は
花

も
ど
た
で
の

々
は
ぎ
く
桐

日
緑
過
近
す

の
る
を
宅
わ

緑
見
夏
小
漂

新

で
立

ヽ
え

い
部

ｏな
さ

淡
野
た
う
感

平
し
よ
な

皆
ろ
こ
陸
を

ｏご
た
北
中

た

，
つ
ら
の

し
ろ
あ
が
光

で
し
で
な
風

気
に
し
間
の

天
た
ご
期
緑

お

つ
過
短
な

い
な
お

，か

よ
に
を
合
や

に
け
々
場
爽

当
か
日
の
も

本
出
な
生
復

，お
か
小
往

は

，ど

ｏ
の

体
に
の
す
そ

連
れ

，ま
と

の
ぞ
ろ
い
在

年
れ
し
思
滞

今
そ
に
と
の

様
寝
と
で

お
考
の
向

ら
参
期
方

か
ご
雪
い

れ

，残
悪

こ

で

　

，

，

，の
お
が

て
す
な
す

け
ま

。ま

避
い
す
り

は
思
で
わ

。

雑
と
ど
変
う

混
か
な
は

よ

の
う
況
況
し

休
ろ
状
状
で

連
あ
路
に
い

，も
道
々
な

で
方
の
日
わ

ろ
の
辺

，か

こ
け
周
故
向

と
か
で
と
は

出
ま
こ

ヘ

東
ま
日
谷

の
い
て

。

，た
１
原

こ
な
来
す

ら
れ
と
田
　

，面
ら
で

か
さ
く
下
が
当
か
と

年
錠
歩
＜

ん
は
方
こ

昨
鎖

，
ｏ
せ
と
遠
た

，で
が
た

ま
こ
に

つ

は
ろ
す
し

り
く
う
困

道
こ
で
ま

あ
開
よ
変

林
と
の
い

題

，の
大

の
の
た
ま

問
う
生
は

へ
家

つ
し

ば
も
小
に

岳
の
だ
て

れ

　

，者

ケ
れ
道

つ
れ
＞
が
う

走
ず
な
な

通
理
す
い

鷲
は
利
に

が
無
で
と

・
落
便
山

道
だ
配

，

山
集
変
の

林
ま
気
で

抜
の
大
り

の
は
な
間

白
口

。か

ら
期
う
時

二
ま
が

か
時
よ
短

＜
通

一
新

ば
開
頂
の

れ
の
山
間

よ
年
岳
渓

に
△〓
石

，

示

，方
と

掲
＞
三
山

。

の
？

，白
う

で
ば
だ
の
よ

路
れ
ま
雪
し

道
け
は
自
で

‥
な
に

。と

道
い
頃
筈
こ

林
連
の
の
な

一
間
こ
り
事

パ
に

。な
見

一
憶
日
か
が

ス
記
５
が
比

山
の
月
雪
対

白
生
６
は
の

小
は
帯
緑

一
い
へ
た
を
パ
暮

，ら
り
の
上

キ
て
面
出
谷

一　
，ど
得
廻
谷

，

ス
い
方
に
蛇
ス
て
な
が
く
支
は

，開
場
根

，
ｏ
つ
杯
感
き
西
道

は

ｏ
一
尾
ば
事
登

一
足
大
谷
林

道
錠
キ
の
め
見
で
の
満
を
附
の

林
鎖
ス
場
進
が
ま
ル
い
谷
目
線

の
で

ｏ
一
で
め
点

一
し
附

，支

ら
ろ
雪
キ
ま
眺
地
ビ
応
目
て
る

か
こ
で
ス
こ
の
の
の
相

，し
す

野
と
先

，こ
岳
こ
ら
に
お
対
流

里
の
く
が

ｏ
ケ

，が
り
な
に
合

一
岐
ら
す
可
笈
に
な
わ

。線
て

‥
分
ば
ま
不
と
ど
め
終
う
本

つ

道
線
じ
め
進
山
な
眺
の
よ
道
登

林
支

，進
前
笠
り
を
き
し
林
ら

の
の
も
ま
で
大
帰
々
歩
で
の
か

谷

へ
て
ま
雪

，の
山
山
と
記
谷

附
面
し
の

，て
道
く
の
こ
上
ギ

目
方
と
そ
で
て
林
ゆ
日
る
む
サ

場
た
は
先
隔

一
れ
１
れ
込
ウ

晴3呈品零終うま百塘
「

晴の八方で始まり、快

11期 芝田.txt

む否季景Pぐらめた連体、皆さんいかがお過ご

その代わり、日帰りで近場を巡つています。

とくに
た扇状
ります
て、 こ
見えま
本です

皆さんは、いかがお過ごしですか ?
:

11期長岡.txt

安
状
り
の

ｏ
ｏ

地ヽ

ｏ
い
す
ね
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15期松林・txt

誓察籍お奮弩哀婆季。
ここも好展望)までの除

]Ili':瀑
』蘇I撃1331警壼量ξttI

15期上馬.txt

欄　あと、ヽ春を　はれ脚無　燎崚

無　詢は力ヽｏてヽ教叫７８時“う。ヽもぅ難

相
格
うヵ、わ
勅
稿
帖
た。囀
凱
おヵ、い
に
あ

一
た
続
加
が

ｏな
　
で
あ
ろ

キ
し
び
＜
地
た
食
　
ま
地
こ

ス
ま
伸
好
の
し
昼
　
杯
の
と

一
い
に
絶
＞
ま
の
　

一
り
た

り
ま
部
望
望
い
ら
　
夏
作

つ

卜
し
上
展
展
て
が
　
の
出
だ

ン
て
に
の
大
え
な
　
こ
の
事

力
し
ら
山
の
増
め

　

，昔
見

ス
と
さ
白
で
も
眺
　
で

。が

口
々
て

，ま
人
を
　
旧
た
望

ク
広
経
は
峰
る
山
　
復
し
展

‥

，を
で
ノ
来
白
　
害
ま
の

麓
て
こ
い
三
に
と
　
災
い
山

山

つ
こ
沿

”
り
り
　
‥
て
白

南
わ

，道
部
撮
び
　
道

つ

，

山
終
ら
林
頂
を
ん

。林
な
ば

西
が
か
越
山
真
の
適
の
と
け

の
備
谷
木

”
写

，最
谷
止
行

峰
整
道
白
跡

，ん
も
十
禁
に

。

自
の
大
る
室
来
ろ
に
五
入
り
す

場

ｏけ
賀
出
む
ど
　
進
た
で

満
す
の

力ヽ
の
イ
リ
も

仲翻方
仕
↓鷹
けも
凝

マ吸
や
い力糞
ン
て
こ

し
呼ヽ科
一た。わ
け力
‐まヽ

「い
。ユキッ権
と‐こなっ〕
¨
一一

あ
に
む
り
こ
花
分
さ
た

で
右
進
切
く
の
倉
か
え

り
左
と
を
行
ナ
砺

消ヽ

ｏ

ま
を
り

一
を
ブ

。と
の
開

始
ワ
く
夕
上

たヽ
る
雪
満

の
チ

つ
ツ
の
き
い
い

。が

リ
ウ
ゆ

ヤ
雪
続
て
で
う
ワ

登
ワ
く
シ
残
が
ち
ん
合
チ

識
研
綺
維
旋
鰤

‐こ落
琳
剛
”

開
こ
新
や
の
上
ト
ス
イ

に
ナ
近
峰
側

ｏづ
乗
人
門
づ
き
じ

ま
ク
付
ケ
両
い
近
か

一
大
色
歩
そ

や
ヤ
ｍ
成

。
し
を
と
る
い
か
を
山

載”０。。三方、世臓機れ”襲れ韓つ。白

”畦敵
日ヽ側
鰤
”劃
‐まヽ
蹴い
だ
巨

″
に
。標動
整
動
吋講
柾
輌
ｍく腱
岨
る。

る
開
た
中
と

イヽ
の
尾
て
０
は
く
げ

ぃ
桂
あっる。剥
舗
呻岐へ動
れ
０。れ
”
杯

燕一一呻一〔一ヽ新道分中の足跡。ヽ標高‐」一中

コ
タ
だ
三

アヽ
ジ
ら

。者
だ
な
時
の

ラ

ｏま
高
も
シ
ウ
が
る
山
ま
い
０
り

ク
格
先
鳩
材
い
油
晴
殉
娃

山
。
に

ヽ
‐

鯛

衣
＞
白

ｏ

母
頃
大
ま

御
見

，ま

，が
が
の

で
休
す
錠

過
連
ま
鎖

通
は
り

，

つ
通
あ
は

つ
普
も
道

じ
＜
と
の

感

性
尺

域
と
花
う
峠

流
い
開
い
生

上
遅
未
と
天

の
は
は
雪

，

流
春
桜
は
峠

本
も
川
で
オ

川
で
荘
奥
ナ

庄
こ
の
　

，ブ

・
こ
脇
だ

，

２
　
湖
ま
川

間
　
愛
分
の
　
体
金

週
　
を
気
日
　
団
に

　

。

一　

緑
な
４
　
う
で
　
す

い
　
新
う
１
　
い
ま

。ま

長
　
＆
よ

　ヽ
と
れ
す
み

た
　
業
い
ら

。会
そ
ま
頼

ま
　
作
た
か
す
究

いヽ
を

らヽ
　
屋
し
朝
で
研
で
て
絡

か
　
小
加
の
う
育
の

つ
連

日
　
の
参
日
そ
教
な
思
ら

明
　
ム
に
３
り
学
定
と
た

ｏ　
イ
リ
ー
な
化
予
ば
い

リ
　
ハ
ぶ

ｏか

のヽ
れ
て

わ
　
ク
し
す
と
ら
席
け

つ

終

。
ル
久
ま
何
か
出
行
ま

で
す
べ
に
り
ら
後
に
へ
決

日
ま
の
会
お
な
午
会
＞
が

今
り
週
む
て
で
の
総
間
か

も
ま
来
飲

つ
ま
日
期
角
と

Ｇｗ
鵡

で
まヽ
け
揃

‐４
鍼
斌
曜

・その韓脚雌』‐こつき麻訃」「統識だし，叫̈
』薫穂嘲

３
　
で

，で
滞
に
　
由
雪
せ
被
た
側
中
で
　
登
不

15期坂尻.txt
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ノ

ｅｓ
ス
い

ク
ｄｒ
レ
新

テ
Ａｄ
ド
更

レ

大ヽ
け
慢
ど

っ

後ヽ
か
か
我
ほ
あ

が
の
と
に
と
半
で

た
そ
ん
肩
い
問
き

い

層Ｉ
Ｉ
■
■
嬌
と

で
る
は
か
ら
１
と

ん
切
吸
首
な
と
ひ

噸夕一を中は横ヽ‐こ麻誨

も

ツ

ｏ手
て
気
の

ヽ
ヤ
る
年
き

ｏけ

は
シ
す
去
て
た
だ

山
て
を

ヽ
っ
い
人

白
え
寝
が
ま
て

一

ら
換
昼
た
た

っ

ｏ

が
り
で

つ
が
な
た

な
取
中
あ
れ
く
い

念
を
の
で
疲
な
て

残双
ゼ
妹
ω礎
眠った。

16期 中野 .txt

山

　

　

　

ｏ

い
　
　
　
す

し

　

。
。ま

か
　
ん
す
じ

懐
　
せ
で
も

」請
。舞輩』

信
も
景
屋
さ
だ
す

通
つ
情
小
加
変
で

ＯＢ
い
の
山
参
大
変

た
て
し
変
ん
先
ま
す
か
ま

し
し
ば
る
そ
優
き
で
る
し

ま
を
飛
戻

ｏを
で
念
あ
い

り
し

つ
へ
す
と
加
残
も
願

な
暮
ぶ
卜
ま
こ
参
に
と
お

と
り
を

一
い
す
か
当
こ
く

＞
任
と
速
パ
て
ご
な
本
る
し

と
赴
ひ
高
ア
し
過
か
に
す
ろ

ろ
身
な
は
に
返
に
な
の
加
よ

い
単
ま
に
朝
り
緒
は
な
参
は

ろ

へ
ま
末
早
繰

一
に
杯
で
き

い
県
気
週
の
を
と
事

一
族
と

＜
賀
で
も
曜
ン
族
行
が
家
の

。滋
卜
て
月

一
家
会
画
ら
そ

付
鳩
ル
』

り
、考
難

ＯＢ
ｍ
畦

ん
。

ま
月
ア
と
帰
活
土
い
し
と
せ

さ
４
の

ｏ
へ
生
で
ま
楽

つ
ま

請
¨
謝
討
絣
麟
桝
乱
ん
。
聾
晰

ｏ

ご
昨

ｏ
い
て
則
な
し
せ

ｏも
す

しさ
は
こ律
て見
に
　
ｏ

郷
∝始
。麒
い
雄対
ん。討

九
区
。２か
一
桜ヵ、
』粗
証
制

。　
だ
に

園ヽ
す
に

ｏ
て

ご
第
あ
ら
々
で
て
　
い
ま

う
が

たヽ
野
の

つ
　
思
し

。と
す
が
し
に
い
ら
　
で
が

す
が
ま
す
で
休
遠
も
　
と
気

ま
り
し
て
知
連
Ｆ
て
　
こ
な

り
あ
き
て
存
の
ら
き
　
の
う

お
を
聞
い
ご
こ
か
て
　
一則
よ

て
ル
お
つ
を
も
弟

つ

ｏも
た

し

一
を
に
店
の
義
買
た
紀

つ

汰
メ
事
子
ン
す
た
を
し
世
だ

沙
も
ぬ
餃

一
ま
め
子
ま
半
店

無
つ
か
ト

エ
い
始
餃
き
四
ン

ご
い
つ
イ
チ
言
み
卜
聞
　
一

に
あ
の
に

つ
が
た
か
な
言

ナ
で
雪
足
下
り

つ
下
し
と

ブ
ク
が
が
て
わ
か

らヽ
ｊ

ｏ
ヤ
の
れ

つ
ま
な
中
鳴
ね

る
ジ
も
疲
走
の
い
途
を
た

下
ン
る
に
く
膝
て

ｏ鈴
し

を
レ
れ
が
よ

ヽ
つ
う

でヽ

ｏ

道

。わ
す
を
に
持
ろ
て
高
人

旧
く
思
さ
こ
い
を
だ
し
最

一

は
つ
と

こヽ
ら
ク
と
そ
は
性

り
に
糞
は

くヽ

ツ
こ

ｏ
日
女

帰
目
い
り
は
い
卜
た
人
今
た

とヽ
こ
下
代
な
ス
っ
一
Ｆ

っ

発
ら

つ

。時
れ

ｏか
性

いヽ

分
た
粘
た
生
ら
た
ど
男
て
て

０
や
の
い
学
じ
い
ひ
る
き
い

４
が
そ
て

。信
て
と
く
て
抜

時
ギ

ちヽ
た
が

つ
つ
て

つ
い

２
り
か
落
き
と
な
も

つ
下
追

１
ド
う
に
て
こ
く

登ヽ
ら
て

ヤ
ろ
上
出
た
痛
ら
ら
が

つ

あ
ま
ず
ム
白

で

らヽ
ダ
に

者
が
寄

上ヽ

山
る
ち
き
の

登
あ
立
歩
緑

い
で
に
ら
新

な
ら
ム
が

ヽ

少
か
イ
な
と

ｏ

と
た

ハ
み
る
た

外
い
ク
飲
返

つ

以
て
ル
を
り
か

れヽ
べ
水
振
し

は
疲
と
い

ｏぶ

て
は
ら
し
着
ま

し
う
か
い
分
が

と
と
る
お
０
郎

期
ん
く
で
３
三

時
ほ
も
所
時
高

の

ｏ週
か
６
く

こ
た
来
３
１
輝

つ
た

にヽ
く

15期宇野.txt

PS.
GWも 終わ り明日か らまたサラ リーマンです。

16期金森.txt

16期清水.txt

荼蚤碁七PI、 1潔I李菫喜を晶屋え晨黒号季李

17期小島.txt

i:ilttI::i:EZ]:言
「

:;Fま
:

17期渡辺.txt

し
で
　
た
や
い
　
回
　
ｊ
ン
所
嫁
大
の
を
う

ま
杯
　
つ
ん
ま

　

　ヽ
里
ソ
た

ｏは
旅
れ

よ

来

一　

入
さ
り
　
上
　
の
ン
い
た
然

ｏそ
し

て
せ
　
の
い
振
　
以

。霧

ハ
て
し
偶
た

ｏ
で

外
群
　
耀
譴
厳
　
紳
鰤
訴
象

待っ
は
瓜
札
村
和

で
が
　
観
い
愛
　
が
が
ｒ
イ
を
ら
た
り
情
え

日
な

ｏど
こ
に
　
気
術

イヽ
ス
も
し
な
人
言

２
れ
た
ん

つ
客
　
勇
か
に
Ｆ
バ
を
ま
に
と
と

泊
か
し
と
懐
光
　
る
し
中
に
終
ン
い

一
色
た

１
吹
ま
ほ
人
観
　
き
す
の
こ
最
イ
言

ハ
景

つ

を
に
き

ヽ

うヽ
　
生
ら
山
そ

ｏサ
と

一
の
だ

道
風
て
で
は
交
　
で
暮
の
り
た
し
ろ
ミ
地
旅

古
の
け
ま
で
き
　
人
く
中
有
し
わ
め
と
土
い

鰯
晴
袖
輸
哺
齢

。
↑
艤
帷
都
離
К
は
耀
“
朧

よヽ
村
数
い
ん
た
中
と
道
こ
で
り
菜
け

たヽ

は
地
山
の
な
さ
し
の
々
古
と
ん
夕
春
な
は
来

ＧＷ
ハ
駒
脇
Ю
出
畦
燃
は
鰯
”
雌
詢
紳
」
膀
酬

た
熊
　
こ
お
て
　
り
　
と
Ｊ
に
さ
事
楽
満

ざ
ベ
レ
ち
も
い

ご

ｏイ
た
年
て

う
す
卜
私
２５

つ

と
ま
洗
ば
う
残

ｏ

が
て
水
え
も
も
す

り
い
れ
思
は
今
ま

あ
頂
さ

ｏの
が
し

ｏ
て
備
た
た
分
が

た
せ
整
し
し
部
気

し
ま
が
ま
築
の
い

ま
読
備
し
改
ど
た

り
く
設
心
を
の
み

取
し
水
感
屋
時
て

け
楽
排
は
小
の
ね

受
も
給
に
山
あ
ず

号
つ
の
と
に

たヽ

‐２
い
ム
こ
年
で
度

と

ｏイ
た
の
と

一

ざ
す

ハ
来
業
こ
か

ま
ま
ク
出
卒
の
の

や
い
ル
が
の
前
る

昨年の11月 に勤務先のHewlett Packardが 分
社 し私が所属する計測器部門は新会社

〃
Agilen

t Technologies″に、日本法人は「アジレン ト

-84-



喜ヒ冨写:|ア
ドレスが変わりましたので

25期高橋 txt

26期 畠山.txt

畠山、 26期です。 新潟県上越市在住です。

に
ら
――
は
電
と
ろ
東
夕
間
オ

勤
知

ｍ
前
員
ん
こ

・
杉
時
ネ

転
お

け
以
満
な
と
急
小

のヽ
！

場
で
し
　
更

職
こ
と
　
変

に
そ
＞

　
の

院
は

一　

簿

病
私
ラ
　
名

二

ｏ
セ
　
に

第
す
ン
　
う

登
で
ウ
　
よ

能
院
力
　
の

る
病
と
　
下

あ
の
う
　
以

に
科
い

。
で

市
神
く
す
の

尾
精
た
ま
た

。

七

ｏ平
い
し
す

たヽ
＜

て
も
ま

ら
し
士
し
し
し

か
ま
理
を
越
い

春
り
心
事

つ
願

の
移
床
仕
引
お

こ
が
臨

て
　
を

山
で
す
小
に
の
て
ま
山
か
見
よ
上
で
ス
　
つ
か
て

脚帥碑］
。予想一‐こなっれ坤‐こしっ麻叫つた都卸サ一ビ　』
。せっ赫

寸
脚魏な
趾細
那ず‐こけ殖な
樫
たヵ、期
雑
。隊討
難
‐

速
ネ
で
ル
の
は
く
た
よ

ルヽ
し
み
い
は
す
卜
い
の
う

？
早
ン
リ
ア
と
て
歩
持
ち
く
ア
泊
て
良
半
ま
ス
も
世

よ

か
に
卜
帰
北
る
し
を
ら
ぐ
良
央

一
つ

後ヽ
え
の
方
き
し

¨
¨
枷

した
。

日
一
一
¨
ユ
”
一
』
「
螂
¨

。
水の都
”
一
一
赫
書
讐

妻
ゴ一仲
↓
。今鵬
風
乱は
つた吹帰
な
つと用
吐
節
最
だ
∽
』

送
　
と
な
な
え

お
　
い
に
ろ
与

”
　

た
生
こ
を

と
　
し
年
と
会

ざ

。を
三
た
機

ま
た
山
校
て
い

や
し
登
学
え
い

”
ま
山
小
考
て

いヽ
白
年
と

つ

ｏ

た
ざ

で
今
な
と
す

ま
ご
族
が
か
に
ま

ｏう
家
娘
る
私
て

す
と
り
の
け
は

つ

ま
が
よ
下
行
画
思

い
り
て

。と
企
と

て
あ
ね
た

つ
の
た

し
き
か
し
や
回
い

汰
だ

まヽ

今ヽ
だ

沙
た
て
て
で

たヽ

無
い
さ

つ
の
で
い

ご
り
　
思
る
の
て

山
し
医
に
ぐ

・

て
ま
と
ク
す
が

め
り
郎

一
は
た

じ
あ
三
ピ
部
し

は
で
高

なヽ
ま

に
山
は
て
ん
り

ろ
白
グ
し
こ
お

こ
が

ン
労

ヽ
て

の
の
二
苦
ず
し

員
た

一
て
え
意

部
じ
レ
れ
覚
決

人
動
卜
入
は
と

新
感
の
を
動
う

てヽ
回
石
感
ろ

前

つ
２
に
り
や

年
登
で
ク
ま
て

フ
に
ま

ツ
あ
め

２
山
れ
ザ
も
や

ば
い
そ
で
て
も

え
し

ｏ山

つ
で

思
ら
た
王
立
に

・
苦

・

・
の

コ

・
荷
感

と
歩
実

渓

充ヽ

雪
い
た

と
か

つ

畑
ん
わ

花
か
味

お
い
て

と
て
め

望
れ
初

展
連

ｏ

大
に
た

。
こ
　　（ノ

た

こ
か

つ
ら
な

違
か
じ

は
初
感

・
山
最
は

・
白

労ヽ

・

な
し
の

参ヽ

ん
ろ
私
が
不

そ
よ
に
す
て

ｏ
ｏれ
で
れ

い
た
そ
二
恐

た
し

中ヽ
に

い
ま
女
は
度

ら
い
三
女
極

も
思

長ヽ
を

て
と
女
＜
虫

つ
い
次

ｏ
の

知
た

すヽ
レ

を
し
妻
ま
イ

カ
み

ｏし
ト

魅
込
す
望
と

に
し
ま
希
の

供
申
し
加
る

子
で
い
参
け

ちヽ
願
で
焼

に
持
お
人
が
＞

妻
気
く
４
肌
加

ン
め
う
　
く
で
申

ビ
じ

よ
　
て
ら
い

ケ
は
じ
　
え
た
願

はヽ
で
　
教

い
お

で
り
の
　

らヽ
づ
く

の
ま
い
　
た
近
し

い
ど
よ
　

つ

ろヽ

な
ン
ら
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け暴菫ぢ百警よ室芋Fど 送ヽつていただいてあ
そして、いろいろとお疲れさまです。
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